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文集『パンデミックを歩く』
学問への扉「エスノグラフィを書く」の授業成果として

　新型コロナウイルスが猛威を振るう中、ほとんどの授業がオンラインでの実施を強い

られました。そんな中、私が開講している「学問への扉」を受けてくれている学生たち

は、どんな思いで今を過ごしているのだろうか、そういうことも知らないままに授業を

進めてもいいのだろうかと思い、一人ひとりに自粛生活の記録を書いてもらいました。

　提出された生活記録（授業中ではオートエスノグラフィと呼んでいました）には、「対

面かオンラインか」という議論の中にはなかなか出てこない、学生たちの声なき声がそ

こには綴られていました。そして自らの生活を書き記し、それを他の受講生に発表し、

フィードバックをもらうという一連の過程自体が豊かな授業となっていきました。私の

HP（http://ryoheimiyamae.com）から学生たちの生活記録を読むことができます。

　少人数型の授業だからこそ可能となった授業実践でした。学生たちに寄り添いながら

展開していく授業のあり方について考えさせられた一年間でした。

（大阪大学大学院人間科学研究科・助教　宮前良平）

　「『学問への扉』2020年度報告会・2021年度担当教員研修会」がオン

ラインで開催されました。事例紹介（12月24日にライブ配信）では、和

嶋雄一郎准教授（高等教育・入試研究開発センター：「データのみかた」

担当）と宮前良平助教（人間科学研究科：「エスノグラフィを書く」担当）

に授業設計や遠隔授業の実施にあたって工夫した点などをお話しいただき

ました。グループワークでの適切な目標設定や学生に対する問いかけの方

法など、分野を問わず参考になる実践が紹介されました。

　事例紹介に加え、担当教員研修として「『学問への扉』の概要説明・アンケート結果の紹

介」と「オンラインにおけるアクティブラーニングの方法」の動画２点をオンデマンドで

配信しました。前者では希望登録やアンケートの結果など、学生の状況を把握する上で重

要な情報を、後者ではオンライン授業でアクティブラーニングを行うための工夫やライブ

型・オンデマンド型それぞれの利点と注意点を紹介しました。

今回の事例紹介には、学内の様々な部局から110名を超える参加者がありました。「学問

への扉」の内容は担当教員の裁量に任されていますが、学生に対し主体的かつ創造的な学び

への転換を促すことを共通の目標として掲げています。様々な分野の教員が共通する目標を

持って異分野の実践を聞き、情報を共有することには、総合大学の初年次教育ならではの面

白さがあります。全学教育推進機構では、このほかにもFDセミナーなどを通して教職員間

で情報共有を行う取り組みを進めています。皆様の積極的な参加をお待ちしています。

教員間の情報共有の取組み： を例に「学問への扉」

■ 共通教育の実施や「学問への扉」に関する情報　　　　　https://www.celas.osaka-u.ac.jp/teacher/
■ FDプログラムなど　　　　　https://www.tlsc.osaka-u.ac.jp/fd_program/

「学問への扉（マチカネゼミ）」
2020 年度報告会・2021 年度担当教員研修会

内容（※はオンデマンド）
・「学問への扉」の概要説明・アンケート結果の紹介 （※）
・オンラインにおけるアクティブラーニングの方法（※）
・事例報告

2021 年度に担当される教員のみなさまはもちろんのこと、
多くの先生方にご参加いただければ幸いです。（要  申込み）

どの学問もオモロイ !
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参 加 申 込

https://forms.gle/4e9bWp1RTejw4QD27

締め切り：１２月２３日
１３：００

１７:００～１８:００

オンライン開催

      < 事例報告 >
　　   〇「データのみかた」
　　　　和嶋雄一郎 准教授
　　　　　 （高等教育・入試研究開発センター）
            〇「エスノグラフィを書く」
　　　　宮前　良平 助教
　　　　　　  （人間科学研究科）
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